
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済
５、８、９、
１０

①誰もが気兼ねなく産休・育休を
取得できる、合理的で人に優しい
職場つくりを推進します。
②社員のスキルアップや資格取
得、社内勉強会を実施し、技術革
新基盤を作ります。
③人権及びハラスメント研修を実
施し、あらゆる人権を尊重した男
女共同参画社会の実現をめざしま
す。
④障がい者を含むすべての人たち
の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある企業を目指します。

①制度改訂内容等の周知徹底
(2023.3末まで)
②社内にて年/1回資格取得者リス
ト作成したものをSDGs委員会にて
活用。各試験合否発表後社内通
知。社内勉強会は1回/月実施。
③啓発資料を作成し人権週間に合
わせて全社員対象研修会実施（1
回/年実施）。
④総務部にて障がい者雇用支援業
者へインターンシップ受入希望申
入れ（年/3回）フォローアップ

社会 １，２，１６

①寄付型自動販売機設置及びペッ
トボトルキャップの回収を実施
し、ワクチン寄付を支援します。
②募金箱を設置し、多様な分野に
おける人道支援や保護活動を行う
団体の寄付による支援を行いま
す。

①寄付型自動販売機の増設設置及
びペットボトルキャップの回収
（ペットボトルキャップ回収箱を
設置）（寄付1回/年実施）
②人道支援や保護活動を行う団体
に寄付・募金（募金箱を設置）
（寄付1回/月実施）

環境
７、１１、
１２、１３、
１５

①会社周辺の清掃活動を通じ住み
やすい街づくりに貢献します。
②ガソリン使用量の削減や社内
カーシェア、社内書類の電子化、
電気使用量の削減により、地球温
暖化や気候変動の歯止めに貢献し
ます。

①会社周辺および近隣公園の清掃
活動（1回/2ヶ月実施）
②ガソリン使用量および電気使用
量（前年比3％以上削減）

取組・
活動内容

濃尾グループは1947年の創業以来、『地域社会の発展に貢献する』という社訓に基づき、愛
知・岐阜を中心としたお客様に喜んでいただける製品及びサービスの提供と、より豊かで快適
な社会環境の実現に向けて取組んでまいりました。
そして2022年、世界中がSDGsの取組みを加速させる中、当グループも、より具体的な目標を
SDGsの項目に落とし込んだ『NOUBI Sustainable Action 2030』を策定しました。
わくわくする未来へつなげるため、濃尾グループ各社連携し、持続可能な開発目標を掲げチャ
レンジすることで、尚一層地域社会の発展に貢献してまいります。

濃尾機電株式会社


